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□ 都市が求めるキーワード

これらの条件を満たす「形式」と「境界」の研究
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都市部の建物は機能の変化に対応できるために中身が空洞

の殻である。形態を固定化し機能を多様化させた。建築家

ベルナール・チュミは「形態と機能の断絶」こそが現実的

な建築や都市のありようである (1996) と解釈した。中身が

ない都市構造は、そこにある建物は空なのか埋まっている

のか誰も実際には知らない構造をつくった。(＝空間のブ

ラックボックス化 )

現代のハコに入る機能は、場所に捉われない、コンテクス

トに捉われない性格ゆえにどこにでも入り込んで更新を促

す。逆説的に機能を制限する。

20 世紀初頭、合理主義的な芸術、建築が時代背景から考

えられ始めた。ル・コルビジェの「300 万人の都市」垂直

都市のモデル「ヴォアザン計画」など単一のユニットが次々

に繰り返されるコピー＆ペーストによって集合住宅の形式

が発明された。空間が複製されて建築ができていくという

ような建築の形式はそれまではなかった。コピー＆ペース

トの建築で暮らす人や使い方もコピー＆ペーストできる１

つの要素として構成された。つまり、人や暮らし方もユニッ

トとしてカテゴライズされる構想がこの時生まれインター

ナショナルスタイルが始まった。

20 世紀半ばになると都市は経済行為を行う装置であり、

都市に集合する根拠とは経済そのものになっていった。

かつて空間はそこにあり続けるもので売り買いするもので

はなかったが、20 世紀の都市は空間が私有の対象であり、

売り買いの対象であり、空間も商品であることを発見した。

売りやすいハコ、高く売れるハコを優先する基準によって

都市の均質化は加速した。空間を取り巻く環境（場所性）

を省略し床（㎡）だけを積層させたシステムは規格化され

たハコの中へ生活を埋め込む建物を発明した。

コピー＆ペースト型

都市のはじまり

空間の商品化

都市のブラックボックス化

1914 Domino System / Le Corbusier

Kitchen Dining

Living Bed Room

コピー＆ペーストできる形式と

コピー＆ペーストできる暮らし

方としてカテゴライズされた。

現代

→ 商品化した建築

経済行為を行う装置

近代

→ 権力を解除した建築

モダニズム＝ライフスタイルを映す装置

近代以前 王権や宗教権力などの権力を映す装置

→ 様式化した建築

都市を企図する主体

「㎡」

「場所性」

環境の結びつきによって成立する空間

環境の結びつきを排除した完結した空間 環境の結びつきを排除した空間の積層

建築に都市を取り込む

Ⅰ. Introduction

既存構成を保存した街区の再構築

□ Text  
建築に対しての新築は都市全体に対しては増築

であり、更新することである。都市は決して完

成しない。この提案は都市に集合する意味を再

考し、都市の持つ有機的な小さな成長を建築に

取り込もうとしたものである。そして、「現在」

のコンテクストに柔軟に反応するための「形式」

と「境界」をデザインソースとして設計した。

こうした方法論は時間軸を内包した「生きたシ

ステム」であり、無限のデザインを展開するた

めの有効なツールと考える。

Ⅱ. Background

□ 都市の歴史

1922 Piano per una cittˆ  di tre milioni di abitanti
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「形態は機能に従う」
By Louis Henry Sullivan 

「機能は形態に従う」
By 現代都市

機能を制限する



□ プログラム

共同建築（区分所有法）による複合商業施設の提

案。街区の再構成で、都市の中に埋もれていた機

能空間を時間軸に応じて繋ぐことでその土地の色

をそのまま複合商業施設へ変換する提案である。

木が土地に影響を受けるように場所のコンテクス

トによって商業施設が成長していく。

□ 計画敷地

1997 年からわずか 3年の間で秋葉原が急激に「お

たく」の聖地へと変貌した。この変化は、単に

おたく向けのキャラクター商品を扱う専門店が

集中しただけではない。97 年以降の秋葉原の変

化が都市の変容として新しいのはそれが「おた

く」という人格的傾向がそこに集中し、その結

果として街が変わったというプロセスにある。

おたくの街として商業開発をしようという主体

的な力が働いたのではなく、個人のアクティビィ

ティーが、歴史や地理、行政、資本といった、

旧来的な構造に代わる自然発生的な新しい街の

形成構造として働いた点である。しかし、現在

秋葉原も大規模開発が進み高層ビルが次々と建

てられ、街の場所性は失われつつある。場所性

を保存する再開発を「秋葉原のまちのできかた」

から提案する。

東京都千代田区外神田 1-10

商業地域

容積率 700％

建蔽率 80％
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既存の建物 使う人が自由に空間を構成する 環境の積層 成長の可視化同じ場所に柱を新築

1. 漸進的成長

小さな変化の集積によって不連続を連続的な変化に均す

為のルール。 既存の部分との接続性を確保し続けなけれ

ばならない。共有スペースの重なりは道になる。

2. 約束平面

都市に commit するアクティビティーのための場所を提

供するためのルール。所有面積のうち少なくとも 20％は

何らかの形で都市に commit しなければならない。これ

を約束平面と呼ぶ。

3. 約束立面

アクティビティーを表出するためのルール。視認性の観

点から「どこで commit するのか」commit する方向を

規定する。約束平面に対してある一定の 20％で約束立面

を規定する。この部分は、開口とし視認性を確保しなけ

ればならない。

4「回転の境界」を使用する

内と外を繋ぐ境界を使う。建築の全体性を明快にする。

□ 再構築の形式

既存の杭と基礎を再利用し柱を同じ位置に新築す

る。そして、時間の経過とともにスラブがボーダ

レスに入り、機能に縛られない自由な平面計画で

場所を構成していく。この形式は建物の更新サイ

クルに合わせて段階的に開発に参加できる成長し

ていく再開発である。都心部の建蔽率の高い構成

がこの形式を可能にし、人間のアクティビティー

が時間軸に応じて空間を絡ませていく。既存の建

物を撤去した更地に高層ビルを建てる都市計画的

なダイナミックな再開発ではなくインタラクティ

ブに既存の文脈を読みヒューマンスケールの小さ

な更新の積み重ねで空間を形成していく。

Site

new

old

築年数が新しい２棟

を残し柱をプロットする

使う人が大きさと高さを

自由に決定し領域を作っていく

コミュニケーショ

ンする場所と方向

を規定する

＜②人のアクティビティーが空間を作っていく再開発の形式＞＜①バラバラの更新が全体性を持つ再開発の形式＞

建物の年齢 既存 提案

Ⅲ. Proposal
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Ⅳ. 形式

□ 成長するための 4つのルール

できた街からつくられた街へ

約束立面



暖簾
Noren
Curtains
Text

通過の際、わずかに頭をかしずかせ、

手を使わせる弱い力が強い印象となって

人に空間の質の違いを認識させる。

弱い境界

障子
Shoji
Sliding Paper Doors
Text

障子を「開ける」「閉める」の行為が

外との関係を調節する。

壁ではなく空間を調節する装置。

調節性

軒
Noki
Eaves
Text

内部でもあって外部でもあり、

しかし、そのどちらでもないグレーゾーン。

明解な仕切りのない境界。

奥行きのある境界

屏風
Byobu
Folding Screen
Text

高い装飾性を誇る、空間を自在に操る調度品。

場をしつらえることで即座の異空間が生まれる。

しつらえ簾
Sudare
Blinds
Text

簾の「す」という言葉には、「透」という意味がある。

隠すことが時折、ガラス以上の透明性を感じさせる。

透過性

縁側
Engawa
Veranda
Text

日だまりや豪雨など自然の恩恵と苦難を

そのまま受け入れる。

自然との関係がダイレクトに現れる場所。

自然との距離

鳥居
Torii
Shinto Gateway
Text

くぐるという行為が意識に働きかけ境界をつくる。

鳥居は、物理的な境界ではなく、

知覚的なサインのような境界。

知覚的な境界

格子
Koshi
Lattice
Text

外に対しては、軽やかなピッチによって圧迫感を軽減し、

内に対しては、プライバシーを保ちつつ、光と風、

音を取り入れる。

内と外、双方への配慮から成る日本の境界デザイン。

適度なプライバシ－

AUSTRALIA
011   Barogue Minimalism / Dani Marti

THAILAND
005   Safe Haven Bath House / TYIN tegnestue

ESTONIA
003   "Noor Eesti"scenery / Kadarik, Rudder. architects

BELGIUM
042   Reading between the Line / Gijs Van Vaerenbergh 

ITALY
002   Concorso Piazza Square / Studio Kuadra
036   Edil Tomarchio / Modostudio
044   Office Building And Logistic Centre / Modostudio 
050   Retail O / Kazuya Yamazaki

SPAIN
088   Eleva / BABELstudio
096   Music Hall and House in Algueña / Cor & Asociados

057   Zaragoza Expo  Pavilion / Francisco Mangado 

CHINA
014   TEK Cube Building / BIG | Bjarke Ingels Group
054   Zebar / 3Gatti Architecture Studio
060   UK Pavilion / Thomas Heatherwick 

CANADA
033   Paper Softwall / Molo Design
071   Japan: Tradition. Innovation / nendo

CZECH
072   National library Praha / Kuadra Sudio

SWITZER LAND
006   Viktor , Projektstation / Raumlabor  

100   Shinjuku Gardens / Cheungvogl Architects

061   Road Transport Hall / Gigon / Guyer Architekten
076   Cafeteria of the School / Mlzd

NORWAY
019   RAKE Showroom / RAKE visningsrom
068   Visuarising Wifi / Timo Arnall
079   Rolling Masterplan / Jagnefalt Milton

BRAZIL
081   Harmonia 57 / Triptyque

JOLDAN
084   Wadi Rum Resort / Oppenheim Architecture

SWEDEN

038   VMCP / BIG | Bjarke Ingels Group

015   Piano Stairs / The Funtheory  
026   Oktavilla / ELDING OSCARSON  

040   Jönköping ‒ Västra Kajen / Tham & Videgård Hansson 
089   Miller Cube / Tham & Videgard

095   Housing project in Helsingborg / Wilhelmson Arkitekter
090   Twiggy Bird Nest Suite / Inrednings Gruppen

AUSTRIA
007   Gucklhupf / Hans Peter Worndl 
032   Aichinger House / Hertl.architekten 
059   Terminal Car Park / Ned Kahn
092   Gericht St. Pölten Erweiterung / Christian Kronaus
093   Green House / Weichlbauer Ortis

JAPAN
039   http border / g86
012   絵本の家 / nendo 
030   Aomori Nebuta House / Molo Design
034   Natural StripsⅡ / Masaki Endoh
037   Curtain Wall House / Shigeru Ban
041   KAIT 工房 / Junya Ishigami
048   OH residence / Koseki Architect Office
049   Rainbow mille-feuille / Emmanuelle Moureaux  
067   Ecohalo Project / Shinya Mouri
097   SAKURA / Masahiro Harada
083   Hats off / nendo
051   Cemetery / Hideki Yoshimatsu
053   Natural Slat / Masaki Endoh 
055   Wood Block House / Tadashi Yoshimura  
056   Shortcut / Ryuji Nakamura & Associates 
058   House N / Sou Fujimoto
066   Hermes Window Display / Tokujin Yoshioka

FRANCE
013   Showroom in Champs-Elysees / Pascal Grasso 

031   Paul Eluard Cultural Center / OFF architecture
027   Ame-Lot / MALKA Architects

073   Versailles Pavilion / Explorations Architecture 　

USA
020   QWERTY / Sarah Frost
017   PAS House / Francois Perrin
004   illy Push Button House / Adam Kalkin
008   Ice wall / Yoshiro Okamoto
021   Hedgehog Concert Pavilion / EFGH
009   Edge Condition Pavilion / Synecdoche
046   Burnham Pavilion / UN Studio
067   Ecohalo Project / Shinya Mouri
052   Startin' Spartan / Atherton Keener
064   Sac of Rooms All Day Long / Alexs Chweder
069   NY 11-18-02-10 / Campaign 
070   Ring Dome / Minsuk Cho / Mass Studies
075   The Transfinite / Ryoji Ikeda
080   PRADA Marfa / Elmgreen
085   Spacebuster / Raumlabor
086   Generator / Raumlabor

DENMARK
023   Kolonihavehus / Tom Fruin
035   Dancing Facade / Giselbrecht 
045   Rings a rainbow / Olafur Eliasson
087   Bird Watching House / Kristin Schmidt

GERMANY
018   PHZ2 / Dratz ＆ Dratz Architekten
022   S(ch)austall / Naumann.architektur 
029   The Big Crunch / Raumlabor

099   Christlicher Gartenkait / Alexander Branczyk

065   Wrapped Reichstag / Christo ＆ Jeanne Claude
074   Soap Opera / Raumlabor
091   Moritzplatz / Raumlabor

NETHER LAND
010   House of furniture parts / Jurgen Bey 

025   House of Tapes / Emmett McNamara
024   B(h)uis / Hoogte Twee Architect Studio 

028   Inflatable  / de transparantekerk
047   Droog Hotel / Atelier Bow-Wow 

098   House Like Garden / Marckoehler

063   Fabric Facade Studio Apartment / CC - Studio 
082   Bunker 599 / Rietveld Landscape
094   Hans Liberg / Piet Hein Eek

LONDON
001   Cineroleum / Pilot Project
043   Scatter Shelf / nendo   

067   Ecohalo Project / Shinya Mouri
077   Start-up City / 00:/ and Space Station
078   Graffiti Art / Banksy 

062   Established & Sons / nendo

Ⅰ 時間と境界
Time and  a Border

Ⅱ 人と境界
Interactive Border

Ⅲ 環境と境界
Environment and a Border

Ⅳ 調節と境界
Control and a Border

Ⅴ 視点と境界
Viewpoint and a Border

Ⅵ 視界と境界
Vision and a Border

Ⅶ 弱い境界
Soft Border

Ⅷ 境界の可視化
Visualizing Border

Ⅸ 境界の知覚
Perception of a Border

Ⅹ 境界の再解釈
Reinterpretation of a Border

Ⅺ Context に順応する境界
a Border Adapts to  a Context 

Ⅻ Context を作る境界
Effect of a Border 

モデル化

調査

分析

分類

日本建築のように人のアクティビティーに関係

し、環境をコントロールする「境界」に着目し

事例収集・調査 • 分析・分類を行いモデルを作成

した。「回転する境界」モデル 001 は、回転する

壁が家具のように環境の要求に応じて姿を変化

させる。内部と外部を緩やかに繋ぐことと時間

軸があること、そして、境界の開き方の重なり

によって場所の質を多様化させる。また、この

境界を通して空間をカスタマイズしていく行為

はその場所のアクティビティーの状態を視覚化

させる。本研究ではこの境界を使用し設計する。

境界の開き方で場所ができる

視線がつながる

1

2

向かい合う「回転する壁」は境界の開き方で

時間に応じて多様な場所を作り出す。

　壁の回転が人のアクティビティーを

　可視化させる　

　ブラックボックス化

空間のカスタマイズ近景

遠景

Ⅴ. 境界

□ 「回転の境界」モデル 001

□ Research

境界の開き方で場所ができる

stool table window door
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スケールの変化

軸の変化
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Ⅱ. Drawing




